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1月9日と23日です
市民の皆様のこe理解とと協力をお願いします。
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大

if1 

長

制川
桝

田

、-
輿

っ川柳
春
のあ

大
洲
、
市
議
会
議
長

1t 

田

言巴

曲一旦

て
、
本
市
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
備
、
文
化
施
設
の
再
検
討
も
、
当
然

揃
っ
て
形
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
含
ま
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
は
、

皆
様
の
ご
協
力
に
、
改
め
て
感
謝
申
掘
削
中
の
温
泉
開
発
の
結
果
を
見
て
、

し

上

げ

ま

す

。

大

き

な

夢

を

描

く

こ

と

も

で

き

る

か

ま
た
、
高
速
交
通
時
代
を
迎
え
て
、
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
都
市
基
盤
整
備
に
取
り
組
む
そ
の
ス
タ
ー
ト
と
も
言
え
る
本
年

た
め
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
「
地
は
、
農
林
業
・
商
工
業
へ
の
対
応
、

方
拠
点
都
市
L

の
指
定
も
、
県
の
審
学
園
都
市
構
想
に
関
す
る
調
査
と
、

査
を
パ
ス
し
、
現
在
、
基
本
計
画
の
行
政
全
般
に
わ
た
り
バ
ル
ブ
を
全
開

策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

L
て
、
夢
を

一歩、
ず
つ
実
現
し
て
い

こ
の
計
画
を
受
け
て
、
都
市
計
画
全
く
年
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

体
を
見
直
し
、
二
十

一
世
紀
の
大
洲
永
久
に
続
く
大
洲
市
を
ど
う
子
孫
に

市
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
、
そ
の
実
残
し
て
い
く
か
が
、
私
ど
も
に
'課
せ

現
に
向
け
て
遁
進
し
た
い
と
考
え
て
ら
れ
た
毎
日
の
宿
題
で
あ
り
ま
す
。

い

ま

す

。

市

議

会

を

始

め

と

す

る

各

方

面

の

そ
の
中
に
は
、
高
齢
化
社
会
に
向
皆
様
の
お
知
恵
を
拝
借
し
、
大
洲
市

け
て
の
社
会
福
祉
政
策
の
一
層
の
充
行
政
の
個
性
を
フ
ル
に
活
か
し
な
が

実
を
図
る
こ
と
や
、
教
育
施
設
の
整
ら
、
し
っ
か
り
と
未
来
を
見
据
え
て

市
民
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
民
の
政
治
不
信
が
一
層
増
大
す
る
な
及
び
肱
東
中
学
校
の
特
別
教
室
棟
改

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
大
変
な
一
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
築
の
起
工
、
ま
た
、
公
共
下
水
道
事
業

御
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
輝
か
し
い
当
市
で
は
、
公
的
病
院
と
し
て
、
の
基
幹
施
設
で
あ
る
肱
南
浄
化
セ

ン

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
を
地
域
の
医
療
を
担
う
べ
く
、
整
備
充
タ
l
の
起
工
、
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事

申
し
上
げ
ま
す
。

実
を
図
る
た
め
の
移
転
新
築
計
画
が
の
開
坑
、
懸
案
の
地
方
拠
点
都
市
の

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
、
市
進
行
中
の
大
洲
病
院
に
お
け
る
医
師
基
本
計
画
策
定
な
ど
、
市
民
の
皆
様

政
進
展
の
た
め
、
何
か
と
御
支
援
、
の
長
崎
大
学
系
か
ら
愛
媛
大
学
系
へ
の
御
協
力
に
よ
り
、
各
般
に
わ
た
る

御
協
力
を
賜

っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
の
移
行
問
題
も
、
関
係
各
位
の
御
理
解
整
備
充
実
が
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま

深
く
感
謝
し
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
と
御
協
力
に
よ
り
、
患
者
に
は
何
の
す
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
び
に
た
え

げ

ま

す

。

不

安

・

動

揺

も

与

え

る

こ

と

な

く

、

ま

せ

ん

。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
際
円
満
の
う
ち
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
本
年
も
大
洲
市
政
の
進
展
に
最
善

問
題
で
は
、
世
界
的
に
非
常
に
関
心
き
ま
し
た
し
、
久
米
小
学
校
屋
内
運
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、

が
持
た
れ
た
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
場
・
南
久
米
小
学
校
校
舎
・
菅
田
市
民
の
皆
様
の

一
層
の
御
支
援
、
御

動
等
に
対
す
る
協
力
の
問
題
な
ど
が
、
公
民
館
・
徳
森
公
園
と
そ
の
管
理
セ
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
圏
内
に
お
い
て
は
、
国
民
の
ン
タ
ー
な
ど
の
落
成
を
見
る
こ
と
も
最
後
に
、
皆
様
の
御
清
福
を
祈
念

大
き
な
関
心
事
と
な
っ
た
佐
川
急
便
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
蔵
川
小
学

校

い

た

し

ま

し

て

、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

疑
惑
等
、
一
連
の
事
件
に
よ

っ
て
国
屋
内
運
動
場
新
築
・
大
洲
東
中
学
校
つ
と
い
た
し
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
・
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

さ
で
、
本
年
は
、
大
洲
市
に
と
り

ま
し
て
、
輝
か
し
い
二
十
一
世
紀
へ

向
け
て
の
飛
躍

・
発
展
が
、
現
実
の

形
に
な

っ
て
現
わ
れ
始
め
る
年
か
と

存
じ
ま
す
。
国
道
五
十
六
号
大
洲
道

路
の
完
全
開
通
と
大
洲
停
車
場
南
線

の
完
成
が
目
前
に
迫
り
、
い
よ
い
よ

駅
前
共
同
庖
舗
の
工
事
も
始
ま
る
予

定
で
す
。
市
議
会
関
係
者
を
は
じ
め
、

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
も
ち
ま
し

さ

つ
/ 

2 

事
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご

支
援
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

今
年
は
酉
年

平
成
五
年
は
固
年
で
す
。
十
二

支
の
動
物
の
中
で
、
た
だ

一つ

の

鳥
類
で
す
。
単
に
鳥
と
い
う
と
、

ニ
ワ
ト
リ
を
思
い
浮
べ
る
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
多
分
、

ニ
ワ
ト
リ
が
人
間
に
と
っ
て
大
変

な
じ
み
深
い
鳥
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
最
近
で
は
、
こ
の
ニ

ワ
ト
リ
の
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
昔
は
、
農

家
の
庭
先
な
ど
で
飼
わ
れ
て
い
て
、

文
字
ど
お
り
の
「
ニ
ワ
ト
リ
」
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
で
は
、

企
業
の
養
鶏
が
中
心
と
な
り
、
ケ

ー
ジ
で
え
さ
や
水
を
与
え
て
飼
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
「
ハ

コ
ト
リ
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
少
し
、
寂
し
い
気
も
し
ま
す

ね
・
・
・

。

。¥



熱い走ι/初冬の香る大淵11路に
三
善
公
民
館

が
新
記
録

大
洲
北
中

大洲市駅伝大会

晴
天
に
恵
ま
れ
た
十
一
月
二
十
八

日
、
第
三
十
二
回
大
洲
市
駅
伝
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
大
会

に
は
、
五
つ
の
部
門
に
、
三
十
三
チ

ー
ム
約
三
百
五
十
人
の
選
手
が
参
加
。

午
後

一
時
三
十
分
の
号
砲
を
合
図
に

各
チ
l
ム
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、

初
冬
の
大
洲
路
で
健
脚
を
競
い
ま
し

た。
コ
ー
ス
は
二
種
類
で
、
中
学
校
男

子
と
高
校
生
二
部
と
は
、
十
区
間
三

十
三
・

九
キ
ロ
を
、
ま
た
、
中
学
校

女
子
、
高
校

・
一
般
女
子
と

一
般
男

子
の
部
は
、
八
区
間
二
十
三
・
二
キ

ロ
で
そ
れ
ぞ
れ
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し

一

…
箸
察
官
の
日
頃
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら

J

…
う
た
め
に
、
産
経
新
聞
社
が
行
っ
て

l
L

…
い
る
「
愛
媛
県
民
の
警
察
官
」
表
彰

に
、
本
年
度
、
菅
田
駐
在
所
の
下
坂

…
仁
巡
査
部
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ

一
の
表
彰
は
、
昭
和
三
十
九
年
か
ら
実

…
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
、
県
下
の
笹

川
察
官
の
中
か
ら
、
地
域
と
密
着
し
た

…
警
察
活
動
が
顕
著
で
あ
る
警
察
官
一

…
人
が
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

下
坂
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
九
年
に

愛
媛
県
巡
査
と
な
り
、
主
と
し
て
地

域
警
察
官
に
従
事
、
昭
和
六
十
三
年

か
ら
、
菅
田
駐
在
所
で
勤
務
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
地
区
内
の
特
ダ
ネ
を

盛
り
込
ん
だ
広
報
紙
「
広
報
す
げ
た

の
さ
と
」
を
毎
月
発
行
す
る
な
ど
、

地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
作
り
に
大
き
く
貢
献
。
あ
る
時
は
、

三
千
円
の
落
と
し
物
を
届
け
出
た
少

①
三
善
公
民
館
1
時
間
四
分
4
秒

②
徳
森
1
時
間
四
分
ロ
秒
③
市
役
所

1
時
間
M
分
団
秒
④
大
洲
高
校
教
員

⑤
ブ
l
ビ
l
ズ
⑤
ミ
ュ
ウ
プ
ロ
ダ
ク

ツ
⑦
青
年
の
家
ジ
ッ
ピ

l
ズ
③
大
洲

記
念
病
院
⑨
四
国
電
力

〔高
校
・
一
般
女
子
の
部
〕

①
大
洲
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
A

1
時
間
日
分
8
秒
②
大
洲
高
校
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
B
1
時
間
必
分
団
秒

〔高
校
二
部
〕

た
。
今
年
は
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に

も
恵
ま
れ
て
好
記
録
が
続
出
。
一
般

男
子
の
部
の
三
善
公
民
館
チ
l
ム
と

中
学
校
女
子
の
部
の
大
洲
北
中
学
校

A
チ
l
ム
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
会
新
記

録
で
優
勝
し
ま
し
た
。

各
チ
l
ム
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〔中
学
校
男
子
の
部
〕

①
大
洲
北
中
学
校
A
1
時
間
団
分

団
秒
②
大
洲
南
中
学
校
A
1
時
間
引

分
団
秒
③
新
谷
中
学
校
B
1
時
間
四

分
ロ
秒
④
肱
東
中
学
校
⑤
大
洲
北
中

学
校
B
⑤
平
野
中
学
校
⑦
新
谷
中
学

校
A
③
大
洲
南
中
学
校

B
⑨
大
洲
東

中
学
校

〔中
学
校
女
子
の
部
〕

①
大
洲
北
中
学
校
A
1
時
間
担
分

叫
秒
②
大
洲
北
中
学
校
B
1
時
間
担

分
3
秒
③
大
洲
南
中
学
校
A
1
時
間

泊
分
印
秒
④
平
野
中
学
校
⑤
新
谷
中

学
校
⑤
肱
東
中
学
校
⑦
大
洲
南
中
学

校
B
③
大
洲
東
中
学
校

二
般
男
子
の
部
〕

菅
田
の
下
坂
さ
ん
が

県
民
の
警
察
官
に

年
を
自
宅
ま
で
送
り
、
両
親
に
報
告
、

そ
の
善
行
を
と
も
に
讃
え
て
あ
げ
た

こ
と
も
あ

っ
た
そ
う
で
す
。

十
一
月
二
十
五
日
に
菅
田
公
民
館

で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
は
、
地
元
住

民
や
警
察
関
係
者
な
ど
約
二
百
人
が

参
加
。
影
の
功
労
者
で
あ
る
夫
人
の

泰
子
さ
ん
を
と
も
な
っ
て
登
場
し
た

下
坂
さ
ん
に
、
警
察
官
章
バ

ッ
ジ
や

花
束
、

記
念
品
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

①
大
洲
高
校
野
球
部
A
2
時
間
3

分
4
秒
②
大
洲
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
B

2
時
間
4
分

ω秒
③
大
洲
高
校
サ
ッ

カ
ー
部
C
2
時
間
5
分
犯
秒
④
大
洲

高
校
サ
ッ
カ
ー
部
A
⑤
大
洲
高
校
野

球
部

B

3 
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久
米
小
学
校
屋
内
運
動
場

落
成
式

一
九
九
二
年
の
で
き
ご
と

昨
年
は
、
国
際
貢
献
の
在
り
方
を
問

う
「
P
K
O
問
題
」
か
ら
、

「貴
花
田

関
と
宮
沢
り
え
さ
ん
の
婚
約
」
ま
で
話

題
の
豊
富
な
一
年
で
し
た
。
大
洲
市
内

に
お
い
て
も
、
温
泉
の
掘
削
開
始
や
徳

森
公
園
の
完
成
な
ど
、
様
々
な
施
設
や

事
業
が
産
声
を
あ
げ
た
一
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

昨
年
の
広
報
に
掲
載
さ
れ
た
い
く
つ

か
の
写
真
を
紹
介
し
な
が
ら
、
一
九
九

二
年
の
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

15 9ニ156 5一
日日月日日日月

七
草
が
ゆ
歩
こ
う
会

新
春
書
き
初
め
会

成
人
式
・
寒
中
水
泳
大
会

大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

わ
ら
ぴ
座
講
演
「
ブ
ナ
が
く

れ
た
笛
」

大
洲
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
推

進
大
会

mu
日

三
月

1
日

5
日

大
洲
市
消
防
出
初
式

奥
さ
ん
訪
問
同
窓
会

三
月
定
例
市
議
会

(第

2
2
7回、

i
け
日
)

久
米
小
学
校
屋
内
運
動
場
落

成
式

菅
田
公
民
館
落
成
式

さ
く
ら
ま
つ
り
開
幕

(1
4月
白
日
)

砂

市

寒

中
水
泳
大
会

19 
日

2827 
日日

四国縦貫自動車道伊予~大洲問中心

杭打ち式

21 17 5四
日日日月

臥
龍
の
渡
し
運
航
開
始

南
久
米
小
学
校
新
校
舎
落
成
式

四
国
縦
費
自
動
車
道
伊
予

1

大
洲
問
中
心
杭
打
ち
式

つ
つ
じ
ま
つ
り
開
幕

(1
5月
日
日
)

25 
日

1五
日月

広
報
お
お
ず
衣
替
、
ぇ

新
就
職
者
激
励
大
会

徳
森
公
園
落
成
式

1六 108 
日月日日

企

4.21 

う
か
い
開
き

新
嘗
祭
献
穀
米
・
粟
の
お
田

植
え
式
及
び
播
種
式

h
v
j

う
か
い
開
き

戸

h
U



10 3 
日日

愛
媛
県
総
合
防
災
訓
練

六
月
定
例
市
議
会

(
第

2
2
8回
、
i
m日
)

hv
U
い
か
だ
流
し
大
会

列車シンポ

23 
日

25 
日

2九 27
日月日

17 
日

2210十
日日月

企

9.2 

19 17七
日日月

1 }¥ 
日月

2 
日日

温
泉
掘
削
開
坑
式

市
内
一
斉
清
掃

北
野
大
講
演
会

夏
季
大
学

(
講
師
・
棲
井
良

子
)

い
か
だ
流
し
大
会
・
力
ヌ
ー

ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会

川
ま
つ
り
花
火
大
会

(1
4
日
)

臨
時
市
議
会
(第

2
2
9回
)

日

肱
川
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ムい
も
た
き
初
煮
会

列
車
シ
ン
ポ

(
女
性
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
)

九
月
定
例
市
議
会

(第
2
3
0回
、
i
m白
)

‘ 10.10 

市
民
運
動
.6.. 
M 

入喚
ぶ泊A

R 
鮮総…

市
民
運
動
会

肱
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
安
全
祈

願
祭

ふ
る
さ
と
再
発
見
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ

引
日
藤
樹
ま
つ
り
記
念
式
典

十
一
月

2
日

大

洲

ま

つ

り

(1
3日
)

ロ
日
大
洲
市
合
同
追
悼
式

叩
日
大
洲
市
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

包
日
福
祉
と
健
康
づ
く
り
市
民
の

つ
ど
い

十
二
月

叩
日
十
二
月
定
例
市
議
会

(
第

2
3
1
回
、
j
叩
日
)

温泉掘削開坑式
... 
7.17 

5 



田合古墳を 1 

発掘調査稽輸鎗~~D

と;きコ/

こ
の
度
、
新
谷
の
田
合
古
墳
に
本

格
的
な
調
査
が
入
り
、
古
墳
時
代
の

土
器
な
ど
が
出
土
。
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

今
回
発
掘
調
査
を
行
っ
た
の
は
、

帝
京
第
五
高
等
学
校
近
く
の
県
道
北

側
に
広
が
る
傾
斜
地
で
、
同
校
が
、

第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
予
定
し
て
い
る

敷
地
の
一
部
で
す
。
こ
の
場
所
は
、

以
前
か
ら
、
土
器
や
勾
玉
が
出
土
し

て
お
り
、
昭
和
四
十
七
年
の
調
査
で

県
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
古
墳
の
存
在
は
指

摘
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
江
戸
時
代

か
ら
明
治
期
に
か
け
て
何
度
も
掘
り

起
こ
さ
れ
た
形
跡
が
あ
り
、
そ
の
保

存
状
況
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

企発掘された出土品

十
月
十
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
造
成

工
事
を
前
に
、
大
洲
市
教
育
委
員
会

や
愛
媛
考
古
学
協
会
員
西
山
哲
さ
ん
、

大
洲
市
文
化
財
保
護
委
員
ら
が
付

近
二
ヵ
所
を
試
掘
し
、
古
墳
時
代
の

須
恵
器
や
土
師
器
な
ど
数
点
を
発
見
。

こ
れ
を
受
け
て
、
市
の
教
育
委
員
会

で
は
、
文
化
庁
や
県
と
協
議
の
う
え
、

本
格
的
調
査
に
着
手
す
る
こ
と
を
決

定
し
、
十
一
月
十
六
日
か
ら
発
掘
調

査
に
入
り
ま
し
た
。

と
り
あ
え
ず
の
調
査
範
囲
は
百
二

十
平
方
日
(
一
日
×
二
十
日
×
六
基
)

で
、
表
層
二
十
み
ほ
ど
を
機
械
で
掘

っ
た
後
、
教
育
委
員
会
の
職
員
や
地

元
関
係
者
ら
約
二
十
人
が
、
手
作
業

で
発
掘
に
あ
た
り
ま
し
た

。
十

一

月
二
十
日
現
在
で
の
出
土
品
の
状
況

は
、
下
記
の
と
お
り
で
、
石
室
跡
を

中
心
に
出
土
し
て
い
ま
す
。

大
洲
市
内
で
の
古
墳
の
発
掘
調
査

は
今
回
が
始
め
て
で
、
こ
の
調
査
結

果
が
、
大
洲
の
古
代
史
に
光
を
あ
て

る
こ
と
に
な
れ
ば
と
の
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

田合古墳出土品一覧埋蔵文化財包蔵地を造成

する際は届け出が必要です

~三と す

万子

( 1点)

埴輪の一部?

(1点)

、ミ亭J

G二〉
F官、-•• -- _，_，__ ¥¥.ベゾ J ノヲ蓋杯 /がいはい)一須恵器 r ~， 

三二グ (3ぷ)

すえき

提瓶(だっぴん.さげへい)一 須恵器
を造

成する際には、愛媛県教育委員会への届け

「埋蔵文化財包蔵地」県が指定する

出が必要です。造成する前に必ず届け出て

ください。指定地には、次のような場所が

あります。詳 しくは、社会教育体育課まで

f?一一一....a..---.-.... ， ~ ¥ムクロ(「7

査 (つぼ)一 須恵器

( 2点)

(宮⑫21 1 1内 374)。

0都谷遺跡(新谷宇都谷)

チャート (大、小)

(数点)3 
1" .i:tll Iまじき

そ、 -dJI登 (つぼ)ー 土師器
~~ ・ ~'tp (2点)

(阿蔵城地)0城地遺跡

(菅田町池田)o池田遺跡

(菅田町追打)

(田処字ハンコウ)

o水源地遺跡

0高森城跡

6 

など0水沼城跡(八多喜町岩津)



一
月
二
十
四
日
(
日
)
は
、
大
洲

市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
接
結

び
つ
く
大
切
な
選
挙
で
す
。
き
れ
い

な
選
挙
で
立
派
な
人
を
選
び
ま
し
ょ

v
「ノ

。

〈投
票
資
格
〉

V
年
齢
一
満
二
十
歳
以
上
の
人
。

(昭
和
四
十
八
年
一
月
二
十
五

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
)

V
住
所
一
引
き
続
き
つ
一ヵ
月
以
上

大
洲
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
人
。

(
平
成
四

年
十
月
十
六
日
以
前
に
住
民
票

の
作
成
、
又
は
転
入
届
を
し
た

人
)

1月24日(日)

大洲市長選挙投票日

は

〈
選
挙
日
程
〉

V
告
示
日

一一

月
十
七
日
(
日
)

V
立
候
補
届
出
期
間
及
び
場
所

h
p
喜
多
小
六
年
・
竹
田
有
希
さ
ん
作
の
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

一
月
十
七
日

(日
)
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ
ー
ル

V
不
在
者
投
票
期
間
及
び
場
所

一
月
十
七
日

(
日
)
か
ら

一
月

二
十
三
日
(
土
)
ま
で
の
聞
で

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ
ー
ル

V
投
票
日
一
一
月
二
十
四
日
(
日
)

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
3
0

償
却
資
産
の
申
告
は

一
月
二
十
日
ま
で
に

今
年
も
、
償
却
資
産
の
申
告
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
申
告
の
方
法
や
そ

の
対
象
と
な
る
償
却
資
産
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

{
償
却
資
産
と
は
}

土
地
及
び
家
屋
以
外
の
事
業
用
資

産
を
言
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
構

築
物
、
機
械
・
装
置
、
船
舶
、
車
両
・

運
搬
具
、
工
具

・
備
品
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
資
産
で
、
そ
の
減
価
償
却

額

(費
)
が
法
人
税
法
又
は
所
得
税

法
の
所
得
計
算
上
、
損
金
又
は
必
要

経
費
に
算
入
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す

0

・
申
告
の
必
要
の
な
い
も
の
・

選
挙
権
の
確
認
と
申
請
を

ー
農
業
委
員
会

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員
会

選
挙
人
名
簿
調
製
の
た
め
の
申
請
書

の
と
り
ま
と
め
を
、

一
月
十
日
ま
で

に
各
区
長
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
毎
年

一
月

一
日
現

在
で
の
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙

権
を
確
認
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
選

挙
権
を
有
す
る
人
は
、
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
押
印
の
う
え
、

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
権
を
有
す
る
人
は
、
次
の
三

つ
の
要
件
を
全
て
備
え
て
い
る
人
で

す。①
 

②
 

大
洲
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

年
齢
が
満
二
十
歳
以
上
(
昭
和

四
十
八
年
四
月
一
日
以
前
の
出
生
)

の
人

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

ア
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

い
て
、
耕
作
の
業
務
を
営
む
人

イ
耕
作
の
業
務
を
営
む
人
の
同

居
の
親
族
又
は
そ
の
配
偶
者
で
、

年
間
お
お
む
ね
六
十
日
以
上
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
と
農
業
委

員
会
が
認
め
た
人

詳
し
く
は
、
大
洲
市
農
業
委
員
会

ま
で
(
宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3
1
3
)

O
耐
用
年
数
が

一
年
未
満
の
も
の

O
取
得
価
額
が
二
十
万
円
(
平
成
元

年
三
月
三
十

一
日
以
前
の
取
得
に

つ
い
て
は
十
万
円
)
未
満
の
も
の

(た
だ
し
、
少
額
多
量
資
産
は
除

く
)

O
鉱
業
権
、
特
許
権
、
営
業
権
、
商

業
権
な
ど
の
無
形
減
価
償
却
資
産

O
自
動
車
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
課

税
対
象
と
な
る
車
両
な
ど

{
申
告
書
の
提
出
}

対
象
と
な
る
資
産
を
、
平
成
五
年

一
月

一
日
現
在
所
有
し
て
い
る
個
人

又
は
法
人
は
、
申
告
書
に
必
要
事
項

を
記
載
し
て
、
市
税
務
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
平
成
五
年

一
月
二
十
日

詳
し
く
は
、
市
税
務
課
固
定
資
産

税
係
ま
で
わ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
4
5

，，
，，aa l
 
i
 

¥v 
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平成4年 4月 1日

~平成4年 9月30日

平成4年度

上半期財政状況を
大

洲

市

長

桝

田

輿

お知らせします

139億9，025万円

44億3，762万円

一般会計予算執行状況

予算額

執行額
園
口

139億9，025万円

68億2.711万円

予算額

執行額
園
口

3億3，482万円

1億5，815万円

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
及
び

地
方
公
営
企
業
法
第
四
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
四
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
本
市

財
政
状
況
及
び
業
務
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

3億2，256万円

1億3，308万円

81意3，757万円

2億8，589万円

巴E
EE? 

! 自国間金1RFF
明竺皇立剖jl白!竺当立宝2雪業費一
困〈司匹空酉圃
閉F繰

堅珂司繰 tV%J金b立巴出r-o
逼司三 ;夜間円26億5，170万円

噌 E

19億8，374万円

3億7，020万円

9億9，054万円

1億6，819万円

15億4，640万円

4億7，188万円

17億1，702万円

6億 621万円

17億7，793万円

8億5，485万円

8億2，301万円

1億4，944万円

8億1，790万円
0万円

5億5，925万円

5億5，925万円

5億5，591万円
0万円

3億5，000万円
9，283万円

11億4，220万円

4億7，151万円

市税と市民負担の現況

8 

市 民 手見 固定資産税 たばこ消費税 軽自動車税
dロL 

項

目 盤 al 軍量 畠 計

金 額 8億5，976万円 7億7，651万円 7，912万円 5，023万円 17憶6，562万円

1世帯当り 64，873円 58，591円 5，970円 3，790円 133，224円
1人当り 21，765円 19，658円 2，003円 1，272円 44，698円
構成比 48.7% 44，0% 4，5% 2，8% 100，0% 



(公債費の状況 )

区分 借入先 件数 現在品 一世帯当たり 一人当たり

大蔵省 105 54億 543万円 407，865円 136，843円

般 郵政省 47 23億7，880万円 179，491円 60，221円
A耳、 その他 69 40億6，995万円 307，096円 103，034円

計 小 計 221 118億5，418万円 894，452円 300，098円

特
大蔵省 23 6億8，262万円 51，507円 17，281円

，8IJ 郵政省 38 5億5，797万円 42，101円 14，125円
Z2益~、 その他 9 l億9，137万円 14，440円 4，845円
計

ノj、計 70 14i，意3，196万円 108，048円 36，251円

A口、 計 291 132億8，614万円 1，002，500円 336，349円

(市有財産の状況)

種 別 面積等 金 害責

宅 1也 535，349m' 28億 665万円

山 中本 2，829，624m' 5，293万円

田 畑 118，191m' H意9，095万円

雑 種 地 58，678ば 3億3，502万円

建 物 178，852m' 129億9，592万円

立 木 60， 360m' 3億4，973万円

財 政 調 整 基 金 15億8，475万円

国民健康保険財政調整基金 3億6，357万円

土 士也 開 発 基 金 2{意3，914万円

その他特定目的基金 14億1，164万円

出 資 金 11:意 935万円

ムロ 計 37億 845万円

特別 会計

の 状 況

予算現額

収入済額

支出済額

差 ヲ|

交通傷害保障

伊勢
1，277万円

892万円

820万円

72万円

9 

国民健康保険

警
25億4，006万円

8億 9，493万円

8億 9，221万円

272万円

土地取得造成

協
1，861万円

495万円

0万円

495万円

一般会計性質別予算執行状況 ) 

貸付金 その他
6，809千円l.5% 3，687千円 0.8%

人件費
12，576千円

28.3% 

円千

Mm

M
P
遇、

ハH
V
戸

h
U

護
主
《
z
h
u

'
h
H
J
η
4
1ム

同
門

H
M

，1ム

扶
日

普通建設事業費
70，985千円

16.0% 

公債費
85，457千円

19.3% 

(事業会計の状況)
純利益 品志 費 用 当期純利益

工業用水道 418万円 147万円 271万円

道 2f:意3，488万円 l億3，829万円 9，659万円

国民宿舎 6，939万円 6，003万円 936万円

病 院 9億 755万円 8億8，025万円 2，730万円

国保診療所

四
4，282万円

809万円

1，745万円
よと〉 936万円

住宅新築資金等
貸 付 事 業

型車
1億8，808万円

2，686万円

1億 792万円

ム 8，106万円

老人保健

29億 9，459万円

11億 9，217万円

12億 1，864万円

ム 2，647万円

簡易水道

手詰
4億 1，182万円

1，626万円

3，679万円
ζ斗 2，053万円

公共下水道事業

20億8，891万円

2，657万円

7，620万円

ム 4，963万円

農業集落排水

鋭'-.Jtl部11 ，1口巳、bi 

1，587万円

137万円

502万円

L'.込 365万円



保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

平
成
五
年
度
の
保
育
所
入
所
申
し

込
み
を
次
の
よ
う
に
受
け
付
け
ま
す
。

{
受
付
期
間
}

一
月
五
日
(
火

)
1

一
月
二
十
二
日
(
金
)

{
受
付
場
所
}

各
保
育
所
又
は
大
洲
市
福
祉
事
務

所
{
保
育
所
入
所
の
条
件
}

次
の
よ
う
な
理
由
で
、
保
護
者
又

は
同
居
の
親
族
な
ど
が
保
育
で
き
な

入所募集保育所及び面接調査日程表

一
月
五
日

i
二
十
二
日

い
場
合
で
す
。

マ
畳
間
働
い
て
い
る
場
合
(
会
社
員
、

パ

l
ト、

内
職
、
農
業
、
自
営
業
な

ど
)

マ
産
前
、
産
後
三
ヵ
月
以
内
で
あ
る

場
合

マ
疾
病
、
負
傷
又
は
心
身
に
障
害
が

あ
る
場
合

マ
病
人
の
看
護
を
し
で
い
る
場
合

マ
天
災
に
よ
っ
て
住
居
が
な
く
な
る

な
ど
の
場
合

{
申
込
方
法
】

入
所
申
請
書
に
次
の
よ
う
な
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
(
入
所

申
請
書
は
、
各
保
育
所
、
福
祉
事
務

所
に
あ
り
ま
す
)
。

O
給
与
所
得
者
は
、
平
成
四
年
分
源

泉
徴
収
票
(
世
帯
全
員
)

O
パ
l
ト
、
内
職
な
ど
を
し
て
い
る

人
は
、
勤
務
(
内
職
)
証
明
書

O
農
業
、
自
営
業
の
人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
民
生
児
童
委
員
に
よ
る
農
業
従
事

証
明
書
、
自
営
業
従
事
証
明
書

O
疾
病
や
負
傷
の
場
合
は
、
診
断
書

O
平
成
四
年

一
月
二
日
以
降
に
転
入

し
た
人
は
、
平
成
四
年
度
市
区
町
村

入 所募集保育所 面接日時

保育所名 定員 所 在 地 電話番号 日 『程 日寺 間

大洲保育所 90 大洲709-1 24一2919 2 火 9:30-12:00 

喜多保育所 90 中村462-2 24-2749 3 9 :30-15 :00 

菅田保育所 110 菅田町菅田甲1806-2 25-5163 5 金 9:30-15:00 

新谷保育所 120 新谷町甲259-1 25-0600 8 月 9:30-15:00 

柳沢保育所 45 柳沢甲610-1 25-5720 9 火 14:00-15:30 

粟津保育所 60 八多喜町甲1253 26-0220 10 水 9:30-12:00 

三 善保育所 53 春賀甲1182 26-0162 10 水 13:30-15:30 

南久米保育所 45 北只4ll 24-3754 12 金 13:30-15:30 

上須戒保育所 30 上須戒甲1511 26-1128 2 火 14:00-15:30 

大成保育所 35 森山甲708-2 27-0706 12 金 10:00-12:00 

*肱南保育所 60 柚木340-21 24-3104 9 火 9:30-12:00 

肱 北 保 育 所 90 東大洲85-1 24-3188 15 月 9:30-15:00 

徳森保育所 120 徳森2632-32 25-4020 16 火 9:30-15:00 

大本洲(福乳)児保育所 60 田口字白方甲2530-1 24-4418 4 木 9:30-15:00 

五(福郎)保育園 60 五郎甲45 23-4478 17 水 9:30-15:00 

(面接はいずれも平成 5年2月)

注) *は、乳児 (0歳児)受け入れ保育所
※喜多保育所の面接調査は、社会教育センター (3階大ホーノレ)で行います。

民
税
額
(
所
得
割
と
均
等
割
と
の
区

別
が
つ
く
も
の
)
の
課
税
証
明
書
(
課

税
さ
れ
て
い
な
い
人
も
提
出
し
て
く

だ
さ
い
)
。

{
入
所
決
定
の
た
め
の
面
接
}

別
表
の
日
程
で
面
接
調
査
を
行
い

ま
す
。
入
所
申
請
者
は
、
入
所
を
希

望
す
る
児
童
を
同
伴
の
う
え
、
入
所

希
望
保
育
所
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

{
入
所
の
決
定
}

入
所
決
定
通
知
書
を
、
三
月
中
に

各
家
庭
に
送
り
ま
す
。

{
保
育
料
}

大
洲
市
の
定
め
る
徴
収
金
基
準
額

を
保
育
料
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。
各

幼
稚
園
児
を

教育委員会

募

集

平
成
五
年
度
の
幼
稚
園
児
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

{
入
園
資
格
}

①
市
内
に
居
住
す
る
人

②
満
五
歳
児
(
昭
和
六
十
二
年
四
月

一
一日

1
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
の

10 

家
庭
の
所
得
税
、
市
民
税
、
固
定
資

産
税
の
課
税
状
況
や
児
童
の
年
齢
に

応
じ
て
保
育
料
は
違
い
ま
す
。

{
そ
の
他
}

O
両
親
が
、
共
に
家
庭
外
労
働
で
、

ほ
か
に
保
育
す
る
人
が
い
な
い
場
合

は
、
午
後
六
時
ま
で
保
育
し
ま
す
。

O
証
明
書
の
用
紙
は
、
各
保
育
所
、

福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
ま
で

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
7
1

聞
に
生
ま
れ
た
人
)
、
た
だ
し
、
久

米
・
平
野
の
両
幼
稚
園
に
つ
い
て

は
、
満
四
歳
児
(
昭
和
六
十
三
年

四
月
二
日
1
平
成
元
年
四
月

一
日

の
聞
に
生
ま
れ
た
人
)
も
入
園
で

き
ま
す
。

{
入
国
手
続
}

入
園
願
書
を
一
月
二
十
日

1
三

十
日
ま
で
の
聞
に
、
各
幼
稚
園
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
入
園
願
書
の
請
求
な
ど
、

詳
し
く
は
各
幼
稚
園
ま
で

O
大
洲
幼
稚
園

(
定
員
七
十
人
)

宮
⑫
3
5
6
5

0
喜
多
幼
稚
園
(
定
員
百
四
十
人
)

宮
⑫
2
2
6
6

0
久
米
幼
稚
園

(定
員
七
十
人
)

宮
⑫
2
7
9
6

0
平
野
幼
稚
園
(
定
員
七
十
人
)

宮
⑫
2
8
8
9



NO，128 奥さん訪問

心の優しい人が多いですね

愛知県出身

V
愛
知
県
津
島
市
の
出
身
で
す
。

V
主
人
と
は
、
名
古
屋
市
郊
外
の
書

庖
で
働
い
て
い
る
時
に
、
職
場
が
一

緒
に
な
り
親
し
く
な
り
ま
し
た
。

V
結
婚
後
、
大
洲
へ
来
た
の
が
平
成

三
年
六
月
の
こ
と
で
す
。

V
津
島
は
、
大
洲
よ
り
も
少
し
大
き

な
街
で
、
肱
川
の
よ
う
に
大
き
く
て

カ1さん (中村 ・24歳)ゆ上井

... 

島
然
の
美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
川
こ

そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
天
王
川
と
い
う

川
が
流
れ
て
い
て
、
こ
こ
で
開
催
さ

れ
る
「
天
王
川
ま
つ
り
」
は
、
日
本

三
大
川
ま
つ
り
に
数
え
ら
れ
る
有
名

な
も
の
で
す
。

'v
大
洲
に
住
ん
で
み
て
感
じ
た
こ
と

は
、
「
心
の
優
し
い
人
が
多
い
の
で
、

と
て
も
の
ん
び
り
と
し
た
気
分
で
毎

日
を
過
ご
せ
る
と
こ
ろ
だ
な
あ
」
と

い
》
フ
こ
と
。

V
愛
知
に
は
、
天
む
す
・
味
噌
か
ツ

・

き
し
め
ん
、
な
ど
の
名
物
料
理
が
あ

り
ま
す
が
、
ど
れ
も
味
付
け
が
濃
い

旅
の
思
い
出
Vol.34 

で
す
か
ら
、
こ
ち
ら
の
い
も
た
き
を

食
べ
て
も
、
「
薄
味
だ
な
あ
」
と
思

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

V
大
洲
は
、
季
節
に
応
じ
て
、
そ
の

折
々
の
自
然
の
魅
力
を
活
か
し
た
イ

ベ
ン

ト
が
多
い
で
す
か
ら
、
と
て
も

素
敵
だ
な
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
欲

を
言
え
ば
、
も
う
少
し
「
若
者
に
と

っ
て
魅
力
あ
る
街
と
は
」
と
い
う
点

を
重
視
し
た

H

ま
ち
づ
く
り
H

を
展

開
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

V
娘
(
愛
里
ち

ゃ
ん
・
五
ヵ

月
・
)

に
は
、
元
気
で
育
っ
て
く
れ
れ
ば
言

う
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。

大
洲
市
観
光
協
会
会
長

問
昌
『
氷

「ふ
り
か
え
れ
ば
未
来
」

我
が
国
は
、
敗
戦
の
ど
ん
底
か
ら

国
民
み
ん
な
が
必
死
に
働
き
続
け
、

よ
う
や
く
経
済
大
国
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

と
と
も
に
、
「
働
き
蜂
」
な
ど
と
非

難
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
何
か
と
わ

が
国
に
対
す
る
風
当
た
り
が
強
く
な

っ
て
き
た
の
も
現
実
で
す
。
そ
の
原

因
は
色
々
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
文
化

と
文
明
と
い
う
観
点
か
ら
眺
め
る
と

我
々
は
、
戦
後
ひ
た
す
ら
繁
栄
を
求

め
て
文
明
を
追
い
続
け
て
き
た
た
め
、

と
か
く
文
化
が
隅
の
方
へ
追
い
や
ら

れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し

ょ
ト
フ
か
。

文
化
は
、
文
明
の
よ
う
に
便
利
で

は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
入
手
も

要
す
る
で
し
ょ
う
し
、
面
倒
な
こ
と

も
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の

分
、
人
の
心
の
ぬ
く
も
り
を
感
ず
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
静
か
に
自
分
の

周
囲
を
眺
め
た
と
き
、
人
々
は
、
今

ま
で
物
の
豊
か
さ
だ
け
に
心
を
奪
わ

れ
、
と
も
す
れ
ば
心
の
豊
か
さ
や
潤

い
を
忘
れ
が
ち
だ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
取
り
戻
す

こ
と
こ
そ
が
、

A
7
の
日
本
に
と
っ
て

も
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
も
大
切
で

あ
る
こ
と
に
、
よ
う
や
く
気
付
い
て

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

や
か
し
で
は
な
い
心
の
こ
も
っ
た
本

物
を
求
め
る
気
持
が
、
多
く
の
人
々

の
聞
に
次
第
に
芽
生
え
て
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

か
つ
て
日
本
は
、
山
紫
水
明
の
風

土
で
し
た
。
そ
れ
が
、
目
覚
ま
し
い

高
度
経
済
成
長
を
経
で
、
高
速
道
路

が
整
備
さ
れ
、
地
方
に
は
、
様
々
な

泉

娯
楽
施
設
が
次
々
に
建
設
さ
れ
、
そ

の
風
土
は
一
変
し
た
の
で
す
。
加
え

て
、
季
節
に
関
係
な
く
野
菜
や
果
物

が
輸
入
さ
れ
、
冷
凍
車
が
日
本
中
を

走
る
よ
う
に
な
る
と
、
ど
こ
へ
行
つ

で
も
、
同
じ
物
が
「
こ
れ
で
も
か
、

こ
れ
で
も
か
」
と
出
で
く
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ
の
土

地
の
人
た
ち
が
長
い
歳
月
を
愛
し
つ

な
い
で
来
た
も
の
の
影
が
薄
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
、
当
市

に
は
ま
だ
ま
だ
本
物
の
自
然
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。
春
の
桜
や
つ

つ
じ
、
夏
の
蛍
や
清
流
の
鮎
、
秋
の

も
み
じ
ゃ
朝
霧
の
雲
海
、
冬
の
雪
景

色
な
ど
、
ど
れ
を
と

っ
て
も
、
自
然

と
人
間
の
共
生
が
ほ
ど
よ
く
調
和
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
朝
霧
の
雲
海

や
肱
川
の
流
れ
を
見
て
い
る
と
、
自

然
に
対
し
た
と
き
の
人
間
の
い
か
に

小
さ
い
か
に
気
付
き
ま
す
。

前
途
の
み
を
見
て
、
が
む
し

ゃ
ら

に
突
き
進
ん
だ
結
果
、
現
在
や
将
来

に
不
安
や
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
た
と

き
、
昔
を
振
り
返
る
こ
と
も
一
つ
の

道
だ
と
思
い
ま
す
。

「
自
由
な
心
」

を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
余
裕
が
生
ま

れ
、
平
常
心
を
養
う
こ
と
が
で
き
、

種
々
雑
多
の
情
報
を
す
ん
な
り
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
、
ふ
る
さ
と
大

洲
の
将
来
(
悠
遠
)
を
気
づ
か
い
(
憂

慮
し
)
、
同
志
(
友
達
)
と
と
も

に
決
意
(
雄
心
)
を
も
っ
て
次
の
世

代
へ
の
基
盤
づ
く
り
の
た
め
、
よ
り

多
く
の
方
々
の
共
感
を
振
起
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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受

給

者

の

皆

さ

ん

が

、

簡

単

な

手

続

、

で

済

む

よ

う

に

と

、

毎

年

誕

生

月

に

品

提
出
し
て
い
る
ハ
ガ
キ
形
式
に
よ
る

υ…

現

況

届

と

同

様

の

方

法

で

行

う

こ

と

品

平

成

三

年

四

月

以

降

、

本

格

的

な

に

な

り

ま

す

。

時

「

差

別

は

生

き

て

い

る

」

老

齢

基

礎

年

金

の

支

給

が

始

ま

り

ま

こ

の

ハ

ガ

キ

は

、

六

十

五

歳

の

誕

…

一

五

、

結

婚

は

し

た

け

れ

ど

し

た

。

生

月

の

前

月

末

に

、

社

会

保

険

業

務

削

(

前

月

の

つ

づ

点

心

大
正
十
五
年
四
月
二
日
以
後
の
生
セ
/
タ
ー
か
ら
送
ら
れ
て
来
ま
す
の

W

B

子
さ
ん
は
「
私
さ
え
動
慨
す
れ

ま
れ
の
人
で
、
昭
和
六
十

一
年

四

月

で

、

同

封

さ

れ

て

い

る

パ

ノ

フ

レ

ッ

州

ば

」

と

思

い

、

い

つ

か

は

き

っ

と

幸

以

降

に

、

特

別

支

給

の

老

齢

厚

生

年

ト

を

よ

く

読

ん

で

、

必

要

事

項

を

記

…

…

せ

に

な

れ

る

と

、

唇

を

か

ん

で

転

出

金
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ

た

人

は

、

入

し

、

押

印

の

う

え

、

市

町

村

長

の

…

…

し

て

い

た

の

で

す

が

、

遂

に

あ

訟

の

六
十
五
歳
に
な
る
と
、
こ
の
受
給
権
証
明
を
受
け
て
、
誕
生
月
の
末
日
ま

W

底
に
つ
き
落
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が

が

な

く

な

り

、

新

た

に

老

齢

基

礎

年

で

に

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。

…

ぃ

起

き

ま

し

た

。

金

と

老

齢

厚

生

年

金

を

受

け

る

こ

と

年

金

の

支

払

い

は

、

今

ま

で

と

同

…

…

A
君
、
が
求
職
の
た
め
に
か
ル
に
新

に

な

り

ま

す

。

じ

よ

う

に

、

年

六

回

に

分

け

で

支

払

…

…

加

を

訴

え

で

出

そ

う

と

し

た

手

紙

が

こ

の

た

め

の

手

続

と

し

て

、

「

国

わ

れ

ま

す

。

ま

た

、

老

齢

基

礎

年

金

利

B
子
さ
ん
の
目
に
ふ
れ
、
家
族
ぐ
る

民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給
付

と

老

齢

厚

生

年

金

は

、

合

わ

せ

て

支

…

一

み

の

差

別

意

識

が

は

っ
き
り
と
わ
か

裁
定
請
求
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

…
…
っ
た
の
で
す
。
手
紙
に
は
、
目
を
訟

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
裁
定
請
求
は
、
※
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
社
会

保

険

附

い

た

く

な

る

よ

う

な

差

別

語

を

む

き

主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
み
出
し
に
し
て

-
B
子
さ
ん
と
結
婚
し

・1v
a

n

ん

ど
う一

出
い
た
た
め
に
勘
当
と
同
様
の
扱
い
を
受

W

け
て
い

る
こ
と
が
、
め
ん
め
ん
と
つ

時
づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

-
h
y

お

か

'A

，ぃ

B
子
さ
ん
の
血
は
逆
流
し
、
悪
寒

，
一
に
全
身
が
ぶ
る
ぶ
る
と
ふ
る
え
は
じ

…
…
防
法
ル
た
。
気
が
つ
い
た
時
に
は
夢

W

遊
病
者
の
よ
う
に
車
の
ハ
ン
ド
ル
を

W

握
っ
て
い
ま
し
た
。
お
り
し
も
激
し

川
、
い
雨
が
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
た
た
き
、

九

、

ぜ

き

前
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
頬
を
っ
た
わ
る

的
涙
で
視
界
が
か
す
み
、
ゆ
が
ん
で
見

ふ

の
う

り

耐
え
ま
し
た
。

B
子
さ
ん
の
脳
裏
に
は

W

あ
の

い
ま
わ
し
い
差
別
語
が
悪
魔
の

…
…
は
う
に
せ
ま
り
、
残
忍
な
す
が
た
で

W

襲
い
か
か
り
ま
す
。

B
子
さ
ん
は
、

川
口
そ
こ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
、
ア
ク

一
い
セ
ル
を
深
く
踏
み
、
い
く
た
び
か
「
こ

品、
の
ま
ま
海
に
飛
び
こ
ん
で
し
ま
い
た

六
十
五
歳
に
な
っ
た

と
き
の
届
け
出
は
?

戸
籍
手
数
料
が

f 

変
わ
り
ま
す

平
成
四
年
十
月
二
十
一
日
、
「
戸

籍
手
数
料
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
」
が
公
布
さ
れ
、
平
成
五
年
一
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
戸
籍
謄
本
な
ど
の

手
数
料
額
が
一
覧
表
の
と
お
り
変
更

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

事
務
所
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

65歳
..... 

老齢厚生年金

老齢基礎年金

特 別 支 給 の

老齢厚生年金

戸籍手数料一覧表

種 類 現行額 改定後の額

戸籍の謄本又は抄本 l通 300円 400円

除籍の勝本又は抄本 l通 500円 700円

戸籍に記載した事項に関する証明書
200円 300円

証明事項l件

除籍に記載した事項に関する証明書
300円 400円

証明事項1件

届出・申請の受理又は届書その他
200円 300円

の書類の記載事項の証明書 1通

上質紙を用いた受理証明書

(婚姻・雛婚・養子縁組・ 養子離縁 1，000円 1，300円

文は認知の届出) 1通

届出その他の書類の関覧 書類l件 200円 300円

No.171 
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イ
人
権
と
同
和
教
育

".，.. 

し
ふ
今
ど
う

い
」
と
い
う
衝
動
に
か
ら
れ
な
が
ら

必
死
に
が
ま
ん
し
て
い
た
の
で
す
。

〔
こ
の
事
件
の
教
訓〕

V
後
日
、

U
市
と

T
町
合
同
の
同
和

対
策
委
員
会
が
聞
か
れ
、
事
情
調
査

の
た
め
に
出
席
し
て
い
た
母
親
は
、

委
員
の
質
問
に
対
し
て
、

「
私
は
、

B
子
さ
ん
を
差
別
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
、
強
く
抗
議
し
て
い
ま

し
た
。
「
私
は
、
主
人
が
、
あ
の
子

は
ち
が
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
言
っ

た
時
に
も
、
ま
さ
か
と
言
っ
て
否
定

し
た
の
で
す
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
さ
か
意
識
が
、
何
を
意
味
し

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
、
母
親

は
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

マ
母
親
は
、
「
B
子
さ
ん
に
差
別
意

識
を
も
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
訴
え
ま
し
た
。
更
に
、
「
対
象
地

域
出
身
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
と
、
想
像

は
し
て
い
ま
し
た
」
と
こ
と
ば
を
濁

し
て
い
ま
す
。
意
識
す
る
と
い
う
こ

と
を
、
想
像
す
る
と
い
う
こ
と
ば
で

釈
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
が
、

そ
の
内
容
が
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
に

自
分
自
身
で
は
気
が
つ
い
て
い
ま
せ

ん
。

(
こ
の
項
次
号
に
つ
づ
く
)
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v児童セン9-h~10周年

ノ
福
祉
と
健
康
づ
《
り

4

司
ノ

市
民
の
つ
ど
小
限
大
盛
況

レf市や市社会福祉協議会などの主催で、 11月22日、 「第 2回ミ福

祉と健康づくりと市民のつど、い」が開催されました。会場となっ

た総合体育館では、健康世帯などの表彰や村田幸子先生の記念講

演が行われたほか、野菜や木工品の即売やミニ SLなどの多彩な

催しがあり、多くの市民でにぎわいました。

A幽・
徳森児童センタ ーが開設10周年を迎え、 11月8

日、記念式典が聞かれました。式典には、日頃セ

ンタ ーを利用している子供たちが保護者と共に参

加。センターの運営に尽力した関係者らに表彰状

や感謝状が送られました。午後からは、センター

横の広場をとこども広場ととして開放。人形劇や

バザーなど多くの子供たちでにぎわいました。

4

司
女
性
フ
オ
|
一
つ
仏

車
櫨
回
調

h
p十
一
月
十
八
日
、
「
大
洲
市
女
性
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
と
な
っ
た
市
役
所
大
ホ

l
ル
に
は
、

市
内
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
ら
約
二
百
人
が

集
合
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
を
通
じ
て
、
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

収
穫
に
感
謝

‘ 
久
米
小
で
収
穫
祭

4
合
同
追
悼
式

戦
没
者
な
ど
の
霊
を
弔
う
合
同
追
悼

式
が
、
十

一
月
十
二
日
、
市
民
会
館
大

ホ

l
ル
で
聞
か
れ
、
遺
族
ら
約
七
百
人

が
参
列
し
ま
し
た
。

今
年
六
月
に
田
植
え
し
た
お
米
の

収
穫
に
感
謝
す
る
「
収
穫
祭
」
が
、

十
一
月
二
十
八
日
、
久
米
小
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
収
穫
祭
は
、

昭
和
九
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
も
、
六
月
に
児
童
ら
が
手

植
え
し
た
稲
が
た
わ
わ
に
実
り
、
七
・

五
俵
の
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。

収
穫
祭
に
参
加
し
た
大
野
新
策
市

議
は
、
「

一
粒
の
も
み
か
ら
、
稲
が

た
わ
わ
に
実
る
ま
で
を
実
地
に
体
験

で
き
る
小
学
校
は
、
市
内
に
も
数
校

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
久
米
小
学

校
で
の
体
験
は
、
皆
さ
ん
の
将
来
の

良
き
思
い
出
と
な
り
、
ま
た
、
大
き

な
力
と
な

っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
各
学
年
ご
と
に
、
歌

や
踊
り
な
ど
を
披
露
し
、
児
童
・
生

徒

・
P
T
A
役
員
ら
が

一
体
と
な

っ

て
、
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。

h
v
子
育
で
う
ン
ポ

十

一
月
二
十
九
日
に
、
市
役
所
大
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
た
「
子
育
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
に
は
、
大
洲
・
八
幡
浜
市
な
ど

か
ら
、
子
を
持
つ
親
約
百
六
十
人
が
参

加
。
子
育
て
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

13 



金
銀
揃
い
ぶ
み

.-

mu
ゅ
う
あ
い
ヒ

vワ

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

十
一
月
三
十
日
分
ま
で
(
敬
称
略

金

一

封

西

大

洲

亀

岡

金

一
封

中

村

荒

木

金

一
封

市

内

匿

金
一
封
(
寄
付
金
)

若

宮

富

永

俊

平

金
一
封
(
寄
付
金

)

菅

田

町

大
洲
道
路
安
全
協
議
会

金
一
封
(
お
か
げ
様
運
動
寄
付
金
)

西
山
根
大
禅
寺
花
園
会

(
指
定
配
分
)

金

一
封
(
菅
田
地
区
社
協
へ
) 正

名 三 勝

十

一
月
二
十
一
、
二
十
二
日
の
二
日

間
、
東
京
の
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園

陸
上
競
技
場
で
、

「
第
一
回
全
国
精
神

薄
弱
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
(
回
ゅ
う
あ
い

ピ
ッ
ク
東
京
大
会
)
」
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
今
大
会
に
は
、
愛
媛
県
か
ら
も
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
陸
上
競
技
な
ど
に
二

十
八
人
の
選
手
が
参
加
。
大
洲
学
園
か

ら
も
二
人
の
選
手
が
参
加
し
、
金
・
銀

の
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
大
健
闘
で
し
た
。

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
の
は
、
森
岡
君

江
さ
ん
(
却
歳
・
ト
ラ
ッ
ク
競
技
女
子

百
れ
金
、
四
百
れ
リ
レ

l
銀
)
と
吉
岡

ひ
ろ
み
さ
ん
(
お
歳
・
ト
ラ
ッ
ク
競
技

女
子
五
十
灯
銀
、

四
百

μリ
レ

i
銀
)

の
二
人
。

同
学
園
中
野
賢
園
長
ら
と
桝

田
市
長
を
訪
問
し
、
健
闘
ぶ
り
を
報
告

?
レ
幸
AF
T
し
h
~

。

。
ゅ
。
砂
伊
ゆ
伊
納
伽

菅
田
町

二

宮

行

夫

金
一

封

(菅
田
地
区
社
協
・
菅
田
喜

楽
会
連
合
会
へ
)
菅
田
町

井
上
里
志

金

一
封

(
肱
南
地
区
社
協
・

市
社
協

へ

)

西

大

洲

加
藤

泰

順

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平
野
町

西

谷

好

虞

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅
田
町

矢

野

精

子

金
一

封

(
平
野
地
区
社
協

・
平
地
下

鶴
寿
会
へ
)

平
野
町

坪

田

守

一

金
一
封
(
八
多
喜
公
民
館
へ
)

八
多
喜
町

泉

呉

一

金

一
封
(
菅
白
地
区
社
協

・
菅
田
喜

楽
会
連
合
会
へ
)
菅
田
町

本
田
一
生

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
・
菅
田
喜

図
書
館
ご
利
用
の

皆

さ

ん
~ 

-
個
人
貸
出

「図
書
借
出
券
交
付
願
」
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
住
所
、
氏
名
な
ど

を
記
入
し
て
い
た
だ
け
ば
市
民
ど
な

た
で
も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
人
一
回
に
つ
き
三
冊
以
内
。

期
間
十
五
日
。

O
グ
ル
ー
プ
貸
出

一
グ
ル
ー
プ
十
名
以
上
で
三
十
冊
ま

で
。
期
間
三
十
日
。

O
そ
の
他
、
紙
芝
居
も
貸
出
し
て
い
ま

す。

O
利
用
料
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

O
新
聞
は
愛
媛
・
朝
日
・
毎
日

・
読
売
・

産
経
・
日
経
が
あ
り
ま
す
。

(
保
存
も
し
て
い
ま
す
。
永
年
と
二

年
)

O
休
館
日

日
曜
・
祝
日
・
毎
月
末
日
・
年
末
年

芯ザ切。伊ゆ伊砂旬。伊妙。砂伊
0
0
0
旬。伊崎申。伊@旬。旬。切。
ψ

ゆ旬。"

楽
会
連
合
会
へ
)
菅
田
町

尾
和
秀
信

金
一
封
(
寄
付
金
を
肱
北
地
区
社
協

へ
)
中
村

射
場
・
恵
美
須
・
大
黒
婦

人
会金

一
封
(
寄
付
金
を
菅
団
地
区
社
協

へ

)

菅

田

町

菅
田
婦
人
親
和
会

(物
品
の
口
座
)

ブ
レ
イ
ク

y
シ
ョ
ン

A
外
五
点

(
大
洲
愛
育
ホ
ー
ム
へ
)

大

洲

中

野

昭

示

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

始
・
年
度
末
整
理
期
間

そ
の
他
お
問
い
合
わ
せ
な
ど

(
含
⑪
4
4
1
9
)

新
刊
図
書
案
内

~也管

伊
予
郡
・
和
気
郡

・
久
米
郡

手
鑑

伊
予
史
談
会
編

子

規

の

書

画

山

上

次

郎

著

統

一

教

会

と

は

何

か

有

田

芳

生

著

愛

の

ま

わ

り

に

瀬

戸

内

寂

聴

著

文
政
十

一
年
の
ス
パ
イ
合
戦
秦
新
二
著

琉

球

王

朝

嶋

岡

展

著

三

好

家

と

十

河

一

族

谷

口
秘
勝
著

歴

史

の

夜

話

遠

藤

周
作
著

マ
ン
ガ
日
本
の
歴
史
幻
石
ノ
森
章
太
郎
著

美
智
子
さ
ま
と
皇
族
た
ち
河
原
敏
明
著

裏

が

え

し

の

自

伝

梅

梓

忠

夫

著

峠
の
旧
街
道
テ
ク
テ
ク
歩
き
山
本
借
箸

世
界
再
発
見
五

・
六
・
七
同
朋
出
版
社

西
田
哲
学
で
現
代
社
会
を
観
る

根
井
康
之
著

復

活

の

超

発

想

糸

川
英
夫
著

日
本
存
亡
の

と

き

高

坂

正
尭
著

日
本
企
業
繁
栄
の
条
件
霊
見
芳
浩
著

九
勝
六
敗
の
日
本
経
済
高
木
勝
著

国
境
を
越
え
る
日
本
型
経
済

R
-
S
・
オ
ザ
キ
著

課
長
島
耕
作
の
成
功
方
程
式

渡
辺
利
弥
構
成

子
供
の
愛
し
方
が
わ
か
ら
な
い
親
た
ち

斎

藤

学

著

聞
き

書

ア

イ

ヌ

の

食

事

農

文

協

ヘ
ボ
医
者
だ
か
ら
吾
一
守
え
る
こ
と

柳
瀬
義
男
著

危
な
い
ぞ
予
防
接
種L

-
チ
ャ
イ
卜

l
著

ワ
イ
ン
を
気
軽
に
楽
し
む麻

井
字
介
監
修

14 

花

の

ち

ぎ

り

絵

佐

藤

せ

つ

著

毛
利
衛
、
ふ
わ
っ
と
宇
宙
へ
毛
利
衛
著

日
本
の
陶
磁
現
代
編
4

中
央
公
論
社

山
水

画

教

室

西

里

精

著

イ
ラ
ス
ト
ロ
ヵ
月
一
一

O
Oカ
y
ト

山
下
秀
樹
著

日
本
名
建
築
写
真
選
集

日

金
閣
寺

・

銀

閣

寺

柴

田

秋

介

著

長
島
茂
雄
の
よ
/
元
気
で
い
こ
う

柏

英

樹

著

姉
・
美
空
ひ
ば
り
と
私
佐
藤
勢
津
子
著

マ
ド
ン
ナ
の
真
実

C
-
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
著

知

恵

蔵

'

回

朝

日

新

聞

社

こ
と
ば
コ
ン
セ
プ
ト
事
典
第
一
法
規

小
説

を

考

え

る

菅

野

昭

正

著

あ
ん
な
作
家

・
こ
ん
な
作
家

・
ど
ん
な

作

家

阿

川
佐
和
子
著

山
頭
火
百
二
十
句
道
の
空
村
上

護

著

森
澄
雄
鑑
賞
秀
句
即
句
選
向
井
省
二
著

少

年

行

南

保

範

夫

著

石

の

聾

李

良

枝

著

五

色

の

変

化

球

坂

本

光

一
著

中

間

慎

太

郎

上

・

下

堀

和

久

著

暗

黒

凶

像

森

村

誠

一

著

千
秋
楽
の
酒

吉
川

潮
著

下

宿

屋

さ

ん

吉

永

み

ち

子

著

帰

ら

ぬ

日

遠

い

昔

林

望

著

取

引

真

保

裕

一

著

ニ
l
べ

ル

ン

グ

の

城

字

神
幸
男
著

朝
の
ガ
ス

パ
l
ル

筒

井

康

隆

著

異
色
時
代
短
篇
傑
作
大
全
隆
慶
一
郎
著

田

園

風

景

坂

上

弘

著

失
恋
地
帯

山
村
美
紗
著

ア
マ
、
ソ
、
不
ス
の
よ
う
に

中
島

梓

著

仙
薬
と
鯨

陳

舜
臣
著

台

所

の

お

と

幸

田

文

著

昭
和
思
い
出
し
笑
い
林
真
理
子
著

生
き
て
迷
わ
ず
死
し
て
悔
や
ま
ず

矢
田
壮

一
著

D
・
フ
ラ
ン
シ
ス
著

リ脅

還



W
H
K学
園
の
通
信
講
座
で

実
り
あ
民
墜

J

習
を

N
H
K
学
園
で
は
、
平
成
四
年
度
冬

期
の
生
涯
学
習
通
信
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
当
期
も
、
七
十
二

講
座
・
百
八
十
四
コ

l
ス
と
内
容
の
充

実
し
た
講
座
を
開
講
し
ま
す
の
で
、
受

講
を
希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

【
講
座
の
種
類
】

・
書
道
・
硬
筆
・
俳
句
・
短
歌
・
囲

碁
な
ど
七
十
二
講
座

【
申
込
受
付
期
限
】

平
成
五
年

一
月
三
十

一
日

【
案
内
書
の
申
込
方
法
】

ハ
ガ
キ
に
、
あ
な
た
の
・
郵
便
番
号

.
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
左
記
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

案
内
書
は
無
料
で
す
。

{
請
求
・
問
い
合
せ
先
住
所
}

一T
附
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台

2
1

お

N
H
K
学
園
8
E
m
係

8
0
4
2
5
⑫
3
1
5
1
 

平 成 5年度の

学生を募集

と
認
め
ら
れ
る
者

{
願
書
受
付
期
間
】

平
成

5
年

1
月
初
日
1

2
月
2
日

(当

日
消
印
有
効
)

{
試
験
日
】

平
成
5
年
2
月

9
日

【
試
験
科
目
】

数
学
・
・

・
数
学

I
、
基
礎
解
析

英
語

・
・
・
英
語

I

【
試
験
地
】

-
本
校
・
松
山

・
高
知
・
そ
の
他

{
受
験
料
な
ど
】

受
験
料
一
万
五
千
円
、
入
学
金
不
要
、

授
業
料
は
年
額
二
十
万
八
千
八
百
円

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
募
集
要
項

は
、
学
生
課
へ
郵
送
料
と
し
て
三
百
六

十
円
切
手
を
同
封
し
、
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

干
加

香

川
県
丸
亀
市
郡
家
町
三
二

O

二
番
地

(
8
0
8
7
7
@
6
2
9
0
)

香
川
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

(平
成
五

年
四
月
か
ら
香
川
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校
に
改
称
予
定
)
学
生
課

男
女
共
学

大
阪
障
害
者

職
業
訓
練
校

{
募
集
の
対
象
】

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
で
、
症
状
が

固
定
し
、
自
分
で
身
辺
処
理
の
で
き
る

人
。
た
だ
し
、
伝
染
病
疾
患
な
ど
集
団

生
活
に
著
し
く
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
の

あ
る
人
は
、
入
校
で
き
ま
せ
ん
。

【
募
集
期
間
】

第
一
次
募
集
一
平
成
4
年
ロ
月
1
日
1

平
成
5
年
2
月
ロ
日

(
第
一
次
募
集
で
定
員
に
満
た
な
か
っ

た
科
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
募
集
を
実

施
す
る
予
定
で
す
)

{
選
考
日
時
】

第
一
次
募
集
一
平
成

5
年
2
月
辺
日

午
前
9
時
か
ら

・
選
考
日
に
は
、
な
る
べ
く
保
護
者

同
伴
で
午
前
8
時
自
分
ま
で
に
来
校

し
て
く
だ
さ
い
。

-
筆
記
用
具
、
畳
食
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

{
選
考
内
容
】

一
般
教
養
に
関
す
る
学
科
試
験
(
国

語
・
数
学
)
と
基
本
動
作
テ
ス
ト
(
器

具
検
査
)
及
び
適
性
テ
ス
ト
、
個
人
面

接
な
ど
に
よ
り
行
い
ま
す
。

【
合
否
発
表
}

第

一
次
募
集
一
平
成

5
年
2
月
初
日

(郵
送
で
通
知
し
ま
す
)

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

干
問
北
大
阪
府
堺
市
城
山
台
五
丁
目
一

番
三
号
(
含

0
7
2
2
⑮
8
3
1
1
)

.
国
立
府
営
大
阪
障
害
者
職
業
訓
練
校

11月末までの

大洲市内の交通事故

11月末現在 昨年同期

イ牛 数 221 2 1 7 

負傷者 294 285 

死 者 4 3 

香
川
職
業
能
力
開
発

短
剣
大
学
校

【
募
集
人
員
】

機
械
シ
ス
テ
ム
系
(
生
産
技
術
科
・
制

御
技
術
科
)

・
・
・
四
十
人

情
報
シ
ス
テ
ム
系
(
情
報
処
理
科
)

-
二
十
人

居
住
シ
ス
テ
ム
(
住
居
環
境
科
)

・・

二
十
人

【
応
募
資
格
】

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
(
平
成
五

年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
)
又

は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す

1月31日(日)

水道業者の

漏水当番

いの水道工事鹿

倉 24-2216
西国水道底

ft26-0265 

内 田電気水道設備

合 25-2858

淳 山 水 道 工 事 庖

ft24-2583 

(有) オクダ言:'i ~蒲

ft24-3674 

伊予屋住設

ft24-2541 

神田鉄工所

ft24-4122 

岡福水道工事庖

ft24-3656 

城戸電業社

ft25-2944 

大塚鉄工所

ft25-0300 

土居鉄工所側

ft24-4519 

神南設備

合 25-4684

南予水道住設 (有)

ft24-4577 

久保鉄工所

まま 26-0537

星 加 鉄工所

ft26-0020 

(有)アサノ設備

ft 2 4一 o783 

徳森 設備

ft25-4023 

佐藤水道庖

ft24-4410 

( 有)丸電工業

ft24-5351 

浜住設備

ft25-4645 

三 原 設 備

ft24-3783 

滝田水 道 庖

ft25-0901 

いの水道工事庖

ft24-2216 

中野 管 工 事 工 業

まま 24-3792

内田電気水道設備

ft25-2858 

西 国水道庖

合 26-0265

詳しく は水道課まで
8⑫2111 内線 377

1月 1日(金)

1月 2白(土)

1月 3日(日)

1月 4日(月)

1月 9日(土)

1月10日(日)

1月15日(金)

1月16日(土)

1月17日(日)

1月24日(日)

1月23日(土)

1月30日(却

15 



相
談
ご
と
案
内

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

日
時

1
月
8
日

幽

叩

時

1
日
時

1
月
初
日
附

叩
時

1
日
時

場
所
い
ず
れ
の
日
も
市
役
所
三
階

会
議
室

【
人
権
相
談
】

日
時

1
月

4

日

間

日
時

1
口
時

1
月
初
日
例

日

時

1
口
時

場
所
4
日
は
久
米
公
民
館
、
初
日
は

市
役
所
二
階
会
議
室

【
法
律
相
談
】

日
時

1
月
5
日

例

日

時

l
M
時

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

{
心
配
ご
と
相
談
}

日
時

1
月
5
、
日
、

お
日

3
土
寸

1
6
寺

1
4
同
M

市

A
n
H

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

【
行
政
相
談
}

小川整形外科 (三の丸)

休日急患診療

1月1日後)

包 23-5596

大洲中央病院(東大洲)

含 24-4551

中塚内科 (西大洲)1月 2日ω

日
時

1
月
日
日
出
叩
時
1
日
時

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
宮
⑫
3
7
9
4
(
玉
木
)

又
は
合
⑫
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

{
市
民
法
律
相
談
】

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日
時

1
月
日
日
凶
叩
時

i
m時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

1
月
5
、
初
日

O
寺
1
6
寺

1
4
日
U

1

i

n

u

場

所

大

洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

{
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
}

日
時

1
月
詣
日
同
日
時

i
H
時

場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
叫
歳
以
上
の
人

{
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館
含
⑫
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
g
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

1
月

日

日

9

時

1
日
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

フ
ヂ
エ
ダ
花
庄
二
階
、
常
磐
町
四

ft24-0606 

大サ11中央病院 (東大洲)

菊原外科(若宮)

大洲中央病院(東大洲)

石村整形外科(若宮)

ft23-5767 

ft24-4646 

含 24-4551

ft24-4551 

1月3日(日)

1月10日(日)

保健センターだより

.乳幼児健康診断.

者当
ユ」ー

百j:i実施日

平成 4年 8月生※1月5日伏)

【
青
少
年
相
談
電
話
】

青
少
年
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
お

答
え
し
ま
す
。

と

き

毎

日

の

執

務

時

間

中

な

や

み

ゼ

ロ

@
7
8
3
0
 

電
話
番
号

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

1
月
7
日
附

場

所

時

間

側
西
国
興
産

9
時
ぬ
分

i
u
時

市
立
大
洲
病
院

日
時

i
M
時

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

大洲記念病院(徳森)

まま 25-2022

1月15日幽

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

ごうお小児科(西大洲)1月17日(日)

まま 24-3936

大洲中央病院 (東大洲)

平成 4年 5月生※

平成 3年6月生

1月12日伏)ft24-4551 

平成 4年2月生※

1月14日(木)

1月19日伏)

平成元年12月生1月26日伏)

※は肱南・肱北地区のみ

13: 00-13 : 30 受付時間

大洲保健センター

1月12日は育児相談だけです。

母子健康手帳

実施場所

持参品

1
月
出
日
附

フ
ジ
大
洲
庖

9
時
却
分

l
β
時

愛
媛
ク
ミ
ア
イ
食
肉
セ
ン
タ
ー

日
時

1
日
時

歯

科

相

自炎

実

施

日

内

容

1
月
初
日
刷

ミ
セ
ス
歯
科
相
談

1
月
幻
日
制

乳
幼
児
歯
科
相
談

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

受
付
は
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ
て

電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

告(砂
3
1
6
5

村上医院 (常磐町)

合 24-2346

1月24日(日)

大洲中央病院 (東大洲)

合 24-4551

久保医院 (新谷)

合 25-0158

1月31日(日)

大洲中央病院 (東大洲)

ft24-4551 

.健康相談.

1月13日例。日時

9:30-12:00、13:00-15 :00 

市役所二階会議室場所

16 

「
戸
U

1
円
L

今
年
の
新
年
号
も
表
紙
は
カ
ラ
!
と

決
ま
り
、
広
報
担
当
以
来
二
度
目
の
朝

日
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
を

担
い
で
訪
れ
た
の
は
、
白
々
と
夜
の
明

け
始
め
る
高
山
の
山
道
。
白
い
息
を
は

き
な
が
ら
セ

ッ
ト
し
た
カ
メ
ラ
の
レ
ン

ズ
に
朝
日
が
飛
び
込
ん
で
き
た
瞬
間
か

ら、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
り
ま
く
り
、
撮

れ
た
写
真
が
今
回
の
表
紙
で
す
。
結
果

は
と
も
か
く
、
天
気
は
最
高
。
眼
前
に

広
が
る
素
晴
ら
し
い
光
景
に
、

「
生
き

て
て
よ
か

っ
た
あ
・
-
」
と
心
底
思
い

ま
し
た
。
大
洲
の
朝
日
(
朝
霧
)
は
日

本
一
!

市民のうとき

f愛
平成 4年11月30日現在

(+ 9) 

(+ 3) 

(+ 6) 

(+13) 

20，732人

13，276世帯

39，523人

18，791人

口

世帯数

男

女

人

た240.99平方キロメートル積面
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